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銚
子
市
の
明
神
小
学
校
と
村
内
四

校
と
の
交
歓
会
が
、
一
月
二
十
一
日

か
ら
二
十
三
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
は
、
明
神
小
の
児
童
九
十
二

名
と
関
係
者
三
十
五
名
、
総
勢
百
二

十
七
名
が
、
片
品
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

夏
の
交
歓
会
以
来
、
半
年
ぶ
り
に

再
会
を
果
た
し
た
子
ど
も
達
。
久
し

ぶ
り
に
会
っ
た
明
神
小
の
友
だ
ち
を

目
に
し
て
、「
ず
い
ぶ
ん
大
き
く
な

っ
た
な
あ
。」と
感
じ
た
児
童
も
い
た

よ
う
で
し
た
。

交
歓
会
初
日
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー

で
の
受
け
入
れ
式
後
、
尾
瀬
太
鼓
愛

好
会
に
よ
る
歓
迎
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
各
学
校
に
分
か
れ
て
の

餅
つ
き
や
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
試
乗
、

ど
ん
ど
焼
き
な
ど
、
雪
国
な
ら
で
は

の
体
験
を
、
対
応
相
手
の
児
童
と
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

明
神
小
の
児
童
は
、
片
品
の
雪
の

深
さ
に
驚
き
な
が
ら
も
、
早
速
雪
合

戦
を
し
た
り
、
雪
の
上
を
駆
け
回
っ

た
り
し
て
、
大
は
し
ゃ
ぎ
し
て
い
ま

し
た
。

二
日
目
は
、
村
内
四
つ
の
ス
キ
ー

場
に
分
か
れ
、
ス
キ
ー
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
低
気
圧
が
近
づ
い
て
い

て
心
配
さ
れ
た
天
気
も
、
朝
か
ら
好

天
に
恵
ま
れ
、
青
空
の
下
、
遠
く
の

山
々
ま
で
見
渡
せ
る
ほ
ど
、
す
ば
ら

し
い
雪
景
色
を
、
銚
子
の
皆
さ
ん
に

見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ス
キ
ー
も
、
男
の
子
は
山
頂
か

ら
滑
り
降
り
る
ほ
ど
上
達
し
、
女
の

子
も
、
何
度
も
転
び
な
が
ら
も
、
リ

フ
ト
に
乗
っ
て
滑
っ
て
こ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
み
な
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

三
日
目
の
朝
は
、
前
夜
か
ら
の
雪

が
、
別
れ
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
降

り
し
き
っ
て
い
ま
し
た
。
銚
子
の
子

ど
も
達
も
、
片
品
の
子
ど
も
達
も
、

「
も
っ
と
一
緒
に
い
た
い
。」「
も
っ
と

話
を
し
た
い
。」と
い
う
一
つ
の
心
で

結
ば
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
雪
の

中
で
じ
っ
と
佇
ん
で
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
男
の
子
達

は
、
さ
す
が
に
元
気
で
、
全
身
雪
ま

み
れ
に
な
っ
て
、
雪
の
上
で
は
し
ゃ

い
で
い
ま
し
た
。
互
い
に
抱
き
合
っ

て
、
雪
の
上
を
転
げ
て
い
る
そ
の
つ

な
が
り
が
、
い
つ
の
日
か
、
き
っ
と

懐
か
し
く
思
え
る
時
が
来
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
六
年
一
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

猿
の
ほ
ほ
少
し
紅
入
れ
賀
状
か
く

七
草
に
足
ら
ぬ
草
あ
り
粥
を
た
く

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

初
御
空
皇
海
山
な
み
茜
さ
す

傘
寿
坂
と
も
に
の
ぼ
り
て
年
新
た

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

一
片
の
雲
を
は
ら
い
て
初
日
の
出

若
犬
の
離
た
れ
て
跳
ぶ
雪
の
中

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

茶
髪
の
子
目
深
く
か
ぶ
る
冬
帽
子

鴉
に
は
か
ら
す
が
応
え
暮
早
し

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

粉
雪
の
舞
い
て
着
飾
る
新
成
人

残
り
柿
懸
巣
あ
さ
り
て
種
こ
ぼ
す

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

小
雀
の
南
天
ゆ
す
る
初
日
か
な

夜
の
し
じ
ま
破
る
除
雪
車
村
仕
事

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

子
等
帰
り
一
人
座
敷
の
四
日
か
な

三
世
代
膝
の
子
廻
し
年
の
膳

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

添
書
の
一
言
う
れ
し
賀
状
か
な

柚
子
風
呂
に
心
も
温
し
母
の
夢

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

う
つ
う
つ
と
冬
日
は
変
る
奇
居
山

新
年
の
句
会
は
寒
の
吹
ぶ
き
の
日

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

豪
雪
や
し
ば
し
春
待
つ
一
樹
か
な

浄
厳
の
平
和
を
告
ぐ
る
除
夜
の
鐘

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

梅
の
香
に
心
や
す
ら
ぎ
初
日
の
出

初
夢
の
句
会
の
席
に
い
ん
こ
鳥

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

村
守
り
の
杜
の
灯
と
も
る
三
ヶ
日

年
の
瀬
の
村
を
見
廻
る
消
防
車

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

一
筆
の
添
書
き
う
れ
し
賀
状
か
な

枝
の
雪
散
ら
す
小
雀
や
野
ば
ら
の
実

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

追
憶
の
父
母
若
か
り
し
初
明
り

ダ
ム
の
山
眠
り
て
村
の
静
も
れ
り

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

お
み
く
じ
は
や
や
吉
と
出
て
初
詣

産
土
の
神
も
戻
り
て
孫
生
る

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

寒
波
来
る
牛
の
睫
毛
の
読
め
る
ほ
ど

寒
九
雨
今
年
こ
そ
わ
と
願
い
つ
つ

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

餅
を
切
る
厨
に
灯
妻
一
人

農
終
え
て
師
走
の
町
に
妻
と
出
る

鎌
田
　
　
　
大
竹
　
恵
子

雪
景
色
朝
日
か
が
や
く
武
尊
嶺

柚
子
の
香
や
湯
船
ま
ろ
や
か
仕
舞
風
呂

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

華
や
か
に
爽
や
か
に
成
人
の
日
の
誓
い

初
買
い
を
百
円
店
で
五
・
六
点

3
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雪
国
で
の
再
会

（
冬
の
交
歓
会
）
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一
月
十
一
日
（
日
曜
）、
第
五
十

六
回
片
品
村
成
人
式
が
、
成
人
者
、

来
賓
、
家
族
の
方
々
の
出
席
に
よ
り

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
長
式
辞
、

誓
い
の
こ
と
ば
、
来
賓
祝
辞
、
記
念

品
贈
呈
、
答
辞
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

し
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
、
新
成

人
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

誓
い
の
こ
と
ば
で
は
、

「
私
た
ち
は
、
す
で
に
社
会
の
一

員
と
し
て
働
い
て
い
る
者
、
ま
た
学

生
と
し
て
勉
学
に
励
ん
で
い
る
者
、

目
標
達
成
の
た
め
に
努
力
を
重
ね
て

い
る
者
な
ど
様
々
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
一
人
一
人
自

分
の
持
ち
味
を
生
か
し
、
二
十
一
世

紀
の
社
会
に
貢
献
し
て
い
け
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」

（
男
子
代
表
　
星
野
城
二
さ
ん
）

「
私
た
ち
は
今
、
新
し
い
道
へ
立

向
か
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
前

途
が
決
し
て
平
易
な
も
の
で
な
い
こ

と
も
、
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
先
、

感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、
責
任
と
自
覚

を
し
っ
か
り
も
ち
、
力
強
く
生
き
て

い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。」

（
女
子
代
表
　
吉
野
理
絵
さ
ん
）
と

力
強
く
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

答
辞
で
は
、
戸
丸
正
貴
さ
ん
が
、

「
今
、
私
た
ち
は
自
ら
選
ん
だ
道
を

歩
ん
で
い
ま
す
。
私
も
自
分
の
信
じ

た
道
を
歩
ん
で
き
た
わ
け
で
す
が
、

辛
く
厳
し
い
時
は
、
弱
音
を
は
い
た

り
挫
け
そ
う
に
な
っ
た
り
し
た
時
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
私
を
支

え
励
ま
し
て
く
れ
た
の
は
、
友
人
や

恩
師
、
周
囲
の
方
々
、
そ
し
て
家
族
、

今
ま
で
出
会
っ
た
全
て
の
人
で
し

た
。『
ヒ
ト
が
ヒ
ト
を
育
て
る
』
と

い
う
よ
う
に
、
私
は
出
会
っ
た
全
て

の
人
々
に
支
え
ら
れ
、
育
て
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
ま
せ

ん
。
成
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
厳
し

い
現
実
に
幾
度
と
な
く
直
面
し
、
立

ち
向
か
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
人
と
人
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
、
感
謝
す
る

『
心
』
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分

の
信
じ
る
理
想
に
向
か
っ
て
果
敢
に

挑
戦
し
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」と
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
片
品
村
、
そ
し
て
日

本
を
背
負
っ
て
い
く
新
成
人
の
し
っ

か
り
と
し
た
決
意
を
き
く
こ
と
が
で

き
、
頼
も
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

広報かたしな H16. 2

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

☆
生
涯
学
習
講
座
関
係

・
「
古
文
書
を
読
む
会
」

☆
婦
人
会
関
係

・
老
人
ホ
ー
ム
訪
問

☆
ス
ポ
少
関
係

・
県
ス
ポ
少
ス
キ
ー
大
会

☆
子
育
連

・
本
部
役
員
、
各
区
会
長
会
議

☆
社
会
体
育
関
係

・
区
対
抗
ス
キ
ー
大
会
兼
片
品
ス
キ
ー
選

手
権

☆
生
涯
学
習
指
導
者
バ
ン
ク
関
係

・
「
生
涯
学
習
指
導
者
バ
ン
ク
」

新
規
、
変
更
、
削
除
用
紙
配
布

☆
学
校
関
係

・
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

・
修
了
式

・
学
年
末
休
業
日

◇
片
小

・
六
年
生
を
送
る
会
、
授
業
参
観
、
学
年

保
護
者
会

◇
北
小

・
新
入
生
移
行
学
級
・
子
育
て
講
座

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
引
き
継
ぎ
式

・
六
年
生
を
送
る
会

◇
南
小

・
六
年
生
を
送
る
会

・
新
入
学
児
童
移
行
学
級
・
子
育
て
講
座

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
委
員
会

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
議

◇
武
小

・
六
年
生
を
送
る
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
ス

ポ
少
総
会

・
桜
花
苑
交
流
会

◇
片
中

・
一
・
二
年
期
末
テ
ス
ト

・
公
立
高
校
後
期
試
験

・
卒
業
証
書
授
与
式

☆
そ
の
他

・
書
道
教
室

下
旬

２
日

６
・
７
日

中
旬

（
未
定
）

中
旬

25
日

26
日

27
日
〜

３
日

２
日

４
日

５
日

３
日

５
日

10
日

11
日

５
日

12
日

２
・
３
日

８
・
９
日

12
日

１
・
15
日

※
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。 ２

月
２
月

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

１区

２区

３区

星　野　大　輔
星　野　利　明
星　野　博　登
小　浜　千　里
星　野　藍　子
金　子　直　樹
戸　丸　正　政
星　野　千　秋
入　澤　麻衣子
戸　丸　侑　美
星　野　奈　美
鈴　木　　　翼
星　野　卓　弥
星　野　有　規
星　野　麻　美
原　澤　優　美
千　明　優　美
千　明　友　香
飯　塚　雄　一
小　川　泰　明
戸　丸　明　徳
戸　丸　健　一
戸　丸　正　貴
戸　丸　昌　則
戸　丸　早　美
星　野　めぐみ
戸　丸　清　孝
戸　丸　卓　真
星　野　剛　司
白　倉　和　子
角　田　朋　代

№ 行政区 氏　　　名
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62

３区

４区

５区

６区

石　田　　　健
� 山　武　士
戸　丸　雄　二
鹿　野　亜莉紗
佐　藤　美　紀
藤　井　昌　貴
星　野　夏　美
星　野　真　澄
鈴　木　剛　志
星　野　武　士
金　子　真　美
星　野　めぐ美
吉　田　絵里香
千　明　成　江
萩　原　妙　子
大　竹　正　好
柳　井　夏　美
吉　野　美　里
吉　野　　　幸
大　竹　信　弥
池　田　岳　広
笠　原　勇　樹
入　澤　チエミ
笠　原　早　苗
久　保　　　恵
星　野　城　二
萩　原　純　平
萩　原　　　翼
星　野　秀　一
梅　澤　裕　樹
星　野　まゆみ

№ 行政区 氏　　　名
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92

６区

７区

８区

吉　野　真　里
吉　野　真理子
鏑　木　直　洋
萩　原　秀　治
星　野　晃　彦
本　多　大　気

山　慶　子
本　多　　　愛
吉　野　理　絵
北　澤　真智子
�　橋　由　香
星　野　雅　也
松　浦　広　大
萩　原　貴　之
萩　原　恵　悟
萩　原　加　奈
吉　野　仁　詞
星　野　美保子
星　野　公　宏
山　　　裕　二
入　澤　美　恵
鎌　田　のはら
須　藤　まゆ子
星　野　菜恵子
千　明　一　馬
角　田　雄　士
吉　野　美　穂
笠　原　大　吾
佐　藤　英　輝
山　　　晶　夫

№ 行政区 氏　　　名
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今
年
度
の
中
学
校
・
高
校
の
各
ス

キ
ー
大
会
群
馬
県
予
選
会
が
一
月
中

行
わ
れ
片
品
村
の
次
の
選
手
が
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

☆
ア
ル
ペ
ン

男
子
　
荒
木
　
一
輝（
二
年
）

女
子
　
金
子
あ
さ
み（
三
年
）

北
澤
真
由
子（
三
年
）

星
野
絵
莉
奈（
二
年
）

☆
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

男
子
　
萩
原
　
　
諒
（
三
年
）

星
野
　
隆
一（
三
年
）

入
澤
　
　
慧
（
二
年
）

飯
塚
　
　
剛
（
一
年
）

女
子
　
笠
原
　
千
裕（
三
年
）

高
橋
　
理
紗（
三
年
）

大
竹
　
　
葵（
一
年
）

星
野
　
彩
香（
一
年
）

☆
ア
ル
ペ
ン

女
子

戸
丸
さ
お
り（
沼
女
高
三
年
）

星
野
　
玉
江（
尾
瀬
高
三
年
）

萩
原
　
　
南
（
沼
女
高
一
年
）

桑
原
由
布
子（
沼
女
高
一
年
）

☆
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

男
子
　
萩
原
　
和
樹（
尾
瀬
高
二
年
）

星
野
　
浩
章（
沼
田
高
二
年
）

原
沢
　
　
剛
（
沼
田
高
二
年
）

星
野
　
　
彬
（
沼
田
高
一
年
）

女
子
　
原
澤
　
　
彩
（
沼
女
高
二
年
）

星
野
真
里
恵（
沼
女
高
一
年
）

笠
原
　
彩
香（
沼
女
高
一
年
）

☆
ア
ル
ペ
ン

男
子
　
萩
原
　
一
平
（
日
本
大
一
年
）

女
子
　
戸
丸
さ
お
り
（
沼
女
高
三
年
）

星
野
　
玉
江
（
尾
瀬
高
三
年
）

☆
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

男
子
　
阿
部
　
明
麿
（
片
品
中
学
校
）

萩
原
　
純
平
（
京
産
大
二
年
）

宮
田
　
和
樹
（
尾
瀬
高
三
年
）

萩
原
　
和
樹
（
尾
瀬
高
二
年
）

笠
原
　
義
貴
（
尾
瀬
高
一
年
）

女
子
　
原
澤
　
　
彩
（
沼
女
高
二
年
）

星
野
真
里
恵
（
沼
女
高
一
年
）

笠
原
　
彩
香
（
沼
女
高
一
年
）

○
国
体
事
務
局

係
長
　
戸
丸
　
権
次
（
経
済
課
）

○
経
済
課

主
任
　
戸
丸
　
幸
生
（
建
設
課
）

広報かたしな H16. 2

全
国
中
学
ス
キ
ー
大
会

国
　
　
体

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
体
の
開
催
に

向
け
、
七
月
よ
り
改
修
工
事
に
着
手

し
て
い
た
ジ
ャ
ン
プ
台
（
片
品
シ
ャ

ン
ツ
ェ
）
が
去
る
十
二
月
十
二
日
に

完
成
し
ま
し
た
。
年
が
明
け
た
一
月

二
十
一
日
に
は
、
竣
工
式
典
が
行
わ

れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と

し
て
複
合
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
経

験
し
、
昨
年
の
全
日
本
選
手
権
と
国

体
を
制
し
た
土
出
出
身
の
萩
原
貴
則

（
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
）
選
手
が
華
麗
な

ジ
ャ
ン
プ
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
群
馬
県
選
手

権
と
国
体
予
選
等
の
大
会
が
行
わ

れ
、
八
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
元
の
方
々
を
は
じ
め
、
各
方
面

の
皆
様
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
平
成
十
八
年
二
月
開

催
予
定
の
国
体
終
了
ま
で
、
お
世
話

に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

一
月
二
十
五
日
（
日
）
利
根
郡
子

ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会
が
川
場
村

で
開
催
さ
れ
団
体
二
チ
ー
ム
、
個
人

一
名
が
優
勝
し
ま
し
た
。

小
学
生
低
学
年
個
人

優
　
勝

星
野
　
直
樹
（
花
咲
）

小
学
生
低
学
年
団
体

優
　
勝

花
咲
チ
ー
ム

永
井
　
智
也

八
須
賀
裕
也

戸
丸
　
悦
成

小
学
生
高
学
年
団
体

優
　
勝

越
本
チ
ー
ム

笠
原
　
雄
太

笠
原
　
拓
馬

入
澤
　
佑
紀

尚
、
個
人
・
団
体
の
優
勝
者
並
び

に
優
勝
チ
ー
ム
は
二
月
八
日
（
日
）

に
前
橋
市
で
行
わ
れ
る
群
馬
県
子
ど

も
会
上
毛
か
る
た
大
会
に
出
場
し
ま

す
の
で
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。又

、
当
日
大
会
運
営
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
地
区
役
員
、
本
部
役
員

の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

全
国
大
会
に
出
場

片
品
シ
ャ
ン
ツ
ェ

竣
工
式
典

第
三
十
四
回

利
根
郡
子
ど
も
会

上
毛
か
る
た
大
会

役
場
職
員
人
事
異
動

快晴の青空に飛び出す萩原選手
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こ
の
度
、
自
然
公
園
指
導
員
と
し

て
日
頃
活
躍
し
て
い
る
戸
倉
に
お
住

ま
い
の
萩
原
周
三
さ
ん
が
、
環
境
省

自
然
環
境
局
長
か
ら
功
労
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

萩
原
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年
か

ら
十
七
年
間
に
わ
た
り
、
自
然
公
園

指
導
員
と
し
て
、
尾
瀬
を
含
め
た
日

光
国
立
公
園
内
に
お
い
て
、
高
山
植

物
の
保
護
、
美
化
活
動
、
遭
難
者
の

救
助
活
動
及
び
事
故
防
止
の
啓
発
な

ど
自
然
環
境
行
政
の
推
進
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
功
績
に
対

し
て
、
こ
の
度
、
表
彰
状
と
功
労
記

章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一
月
六
日
（
火
）
片
品
村
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
消
防
団
出
初
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
災
害
は
、
火
災
が
二
件
発

生
し
ま
し
た
が
消
防
団
員
の
迅
速
な

行
動
に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に
く
い

止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
こ
そ
無
災
害
で
あ
り
ま
す
よ

う
村
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

村
道
鎌
田
立
沢
線
の
小
立
沢
に
架

け
ら
れ
て
い
ま
す
橋
の
名
前
が
決
ま

り
ま
し
た
。

応
募
総
数
一
〇
四
点
の
中
か
ら
橋

名
検
討
委
員
会
に
お
い
て
「
新
宇
毛

内
橋
」
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
に
御
応
募
い
た
だ

き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。工

事
も
順
調
に
進
み
、
今
後
は
橋

の
高
欄
、
舗
装
、
照
明
、
取
付
道
路

の
工
事
を
し
て
今
年
の
秋
に
は
通
れ

る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

命
名
者
は
次
の
六
名
の
皆
さ
ん
で

す
。築

地
　
　
星
野
　
浩
志
　

菅
沼
　
　
大
竹
　
　
実

鎌
田
　
　
大
竹
　
恵
子
　

針
山
　
　
永
井
　
房
栄
　

鎌
田
　
　
入
澤
　
秀
代
　

土
出
　
　
星
野
　
浩
之
　

佳
作
は

宇
毛
内
大
橋
、
三
ツ
峰
大
橋
、
田
代

大
橋
、
上
郷
大
橋
、
小
立
沢
大
橋
、

新
小
立
沢
橋
で
し
た
。

片
品
村
商
工
会
青
年
部
鎌
田
地
区

で
は
、
片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
敷
地

内
に
雪
像
を
造
り
、
冬
の
交
歓
会
で

片
品
村
に
来
ら
れ
る
明
神
小
学
校
の

方
々
を
出
迎
え
ま
し
た
。
明
神
小
学

校
の
方
々
に
、
少
し
で
も
雪
に
馴
染

み
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
始
め
た
こ

の
雪
像
造
り
も
、
本
年
で
五
回
目
と

な
り
ま
す
。
恒
例
行
事
に
な
り
つ
つ

も
、
部
員
各
々
が
経
験
し
た
交
歓
会

に
思
い
を
馳
せ
、
童
心
に
返
り
な
が

ら
作
業
す
る
姿
は
毎
年
変
わ
ら
な
い

よ
う
で
す
。

暖
冬
傾
向
で
心
配
さ
れ
た
積
雪

も
、
交
歓
会
直
前
の
大
雪
と
、
役
場

職
員
の
方
の
協
力
も
あ
り
、
例
年
以

上
に
大
き
く
立
派
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
子
供
達
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
と
な
る
交
歓
会
に
、
来

年
以
降
も
引
き
続
き
、
雪
像
を
造
り

出
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
と
も
商
工
会
青
年
部

活
動
に
ご
指
導
、
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
小
川
字
根
子
地
先
の
丸
沼
堰
堤

が
平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
に

国
重
要
文
化
財
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ダ
ム
（
堰
堤
）
は
バ
ッ
ト
レ
ス

ダ
ム
と
し
て
は
国
内
最
大
で
昭
和
三

年
着
工
、
昭
和
六
年
に
完
成
し
、
現

在
も
発
電
用
ダ
ム
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
時
の
日
本
土
木
技
術

の
高
さ
を
象
徴
す
る
建
造
物
と
い
え

ま
す
。

片
品
村
に
お
い
て
は
「
尾
瀬
」

「
猿
追
い
祭
り
」
が
国
指
定
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
三
番
目
の
国
指
定
文

化
財
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
所
有
者

の
東
京
電
力
株
式
会
社
と
協
力
し
保

存
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

広報かたしな H16. 2

村長から代読で表彰状を授与される萩原さん

自
然
公
園
指
導
員
の

萩
原
周
三
さ
ん(

戸
倉)

が

環
境
省
自
然
環
境
局
長

か
ら
表
彰
さ
れ
る

消
防
団
出
初
式
を
挙
行

橋
の
名
前
は

「
新し
ん

宇う

毛も

内う
ち

橋は
し

」で
す
。

交
歓
会
歓
迎
会
場
に

雪
像
が
完
成

「
丸
沼
堰
堤
」

国
重
要
文
化
財
に
指
定
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参
加
者
は
十
三
名
で
し
た
。
参
加

者
は
始
め
の
う
ち
少
し
緊
張
も
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
講
師
の
丁
寧
な
教
え

方
に
徐
々
に
質
問
も
増
え
、
参
加
者

と
講
師
と
い
う
よ
り
も
、
書
き
初
め

の
好
き
な
人
の
集
ま
り
と
い
っ
た
和

や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
書
き
初
め
会
を
通
じ
、
参

加
者
は
書
き
方
を
教
わ
る
だ
け
で
な

く
、
書
き
初
め
の
楽
し
さ
を
教
わ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
従
業
員
の
研
修
実
施

花
の
駅
で
は
、
昨
年
末
の
休
館
日

を
利
用
し
て
従
業
員
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
の
研
修
は
、
プ
ロ
の
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
温
泉
の
専
門
家
を
招

き
、
話
し
方
や
人
と
の
関
わ
り
方
な

ど
を
勉
強
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

東
消
防
署
の
救
命
士
の
方
に
は
、
救

命
講
習
会
を
お
世
話
に
な
り
、
従
業

員
全
員
が
普
通
救
命
講
習
修
了
証
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
皆
様
に
喜
ば
れ
る
接
客

を
目
指
し
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
せ
。

広報かたしな H16. 2

Snow Days 雪休み

Key words: キーワード：
kind of ～のような　　hometown 生まれ故郷
hassle 困難　　　　　 icy 氷のような
down (vb.)  降ろす　　 power lines 電線
from time to time ときどき

Question: 問題：
Does every state in America have snow like we have
in Katashina? 
アメリカでは全部の州で片品くらい雪が降りますか？

Last Month's Answer:  先月の答え：
Americans hold "Over the Hill" parties on their 40th
or 50th birthdays.
アメリカでは「丘を越えるパーティ」を40歳か50歳の誕
生日に行います。

February Holiday: 2月の祝日
2/29 Leap Day (国際)うるう日
Happy Leap Year!
Once every four years, an extra day is added at
the end of February. 2004 is a Leap Year. 
うるう年おめでとう！４年に一度２月の終わりに１日足
されます。今年はうるう年です。
In the late 1800s and early 1900s, Leap Days
were celebrated with big parties. People also sent
Leap Day postcards and cooked special Leap Day
foods. 
19世紀の終わりから20世紀の初めまでうるう日はお祝
いの日でした。カードを送ったり特別な料理を作ったり
しました。
What will you do with your extra day?
あなたはこの「うるう日」に何をしますか？

We have had a lot of snow in Katashina this winter!
今年は雪が多いですね。
People often ask me if it snows as much where I'm from. 
私の国でも片品と同じくらい雪が降るのかとよく聞かれます。
About half of the United States can get the kind of weather we had here last month.
アメリカのだいたい半分で先月の片品と同じような天候を経験できます。
In my hometown, Chicago, the snow can be a big hassle.
私のふるさと、シカゴでも雪は大きなトラブルを起こします。
The roads become icy, and some trains and subways close down.
道路は氷のようになり、電車や地下鉄も止まります。
Sometimes the heavy snow even downs power lines.
時には大雪で電線も垂れ下ります。
But, there is one big difference between winter here and in Chicago.
でも、シカゴと片品の冬には大きな違いがあります。
When it snows a lot at home, no one has to go to school or work!
大雪になると学校や仕事に行かなくてもよいのです。
Wouldn't it be nice to have a "Snow Day" from time to time here?
片品でもたまには「雪休み」があれば素敵だと思いませんか？

研修の様子

書き初め会

救命講習の様子

小正月飾り
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一
月
三
十
日
（
金
）
第
三
十
一
回

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
大
会
兼
第

二
十
七
回
群
馬
県
小
学
生
総
体
ス
キ

ー
競
技
会
片
品
村
予
選
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

ア
ル
ペ
ン
が
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

で
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
が
水
芭
蕉
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
、
両
会
場
で
村
内
各

地
よ
り
１
１
３
名
の
選
手
が
集
い
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

ア
ル
ペ
ン
会
場
の
尾
瀬
戸
倉
ス
キ

ー
場
様
、
両
競
技
会
場
の
関
係
役
員

の
皆
様
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

☆
大
回
転
女
子

優
　
勝

植
田
　
美
菜
（
片
小
）

準
優
勝

星
野
　
結
生
（
片
小
）

第
三
位

金
子
ひ
と
み
（
片
小
）

☆
大
回
転
男
子

優
　
勝

佐
々
木
仁
徳
（
南
小
）

準
優
勝

星
野
　
　
基
（
片
小
）

第
三
位

今
泉
　
拓
也
（
南
小
）

☆
距
離
女
子

優
　
勝

山
�

未
彩
（
片
小
）

準
優
勝

芝
崎
　
仁
美
（
片
小
）

第
三
位

小
須
田
菜
緒
（
片
小
）

☆
距
離
男
子

優
　
勝

横
坂
　
拓
也
（
片
小
）

準
優
勝

笠
原
　
雄
太
（
片
小
）

第
三
位

桑
原
　
正
人
（
武
尊
根
）

☆
距
離
リ
レ
ー
女
子

優
　
勝

片
小
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝

片
小
Ｂ
チ
ー
ム

第
三
位

北
地
区
Ａ
チ
ー
ム

☆
距
離
リ
レ
ー
男
子

優
　
勝

片
小
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝

片
小
Ｂ
チ
ー
ム

第
三
位

武
尊
根
チ
ー
ム

☆
大
回
転
女
子
四
年
生

優
　
勝

星
野
　
李
奈
（
片
小
）

準
優
勝

笠
原
　
聡
美
（
片
小
）

第
三
位

星
野
　
愛
生
（
片
小
）

☆
大
回
転
女
子
五
年
生

優
　
勝

今
泉
　
加
奈
（
南
小
）

準
優
勝

星
野
　
　
梓
（
南
小
）

第
三
位

萩
原
　
令
名
（
片
小
）

☆
大
回
転
女
子
六
年
生

優
　
勝

植
田
　
美
菜
（
片
小
）

準
優
勝

後
藤
　
綾
香
（
片
小
）

第
三
位

星
野
　
結
生
（
片
小
）

☆
大
回
転
男
子
四
年
生

優
　
勝

星
野
　
凱
成
（
片
小
）

準
優
勝

八
須
賀
裕
也
（
南
小
）

第
三
位

萩
原
　
健
一
（
北
小
）

☆
大
回
転
男
子
五
年
生

優
　
勝

今
泉
　
拓
也
（
南
小
）

準
優
勝

戸
丸
　
優
太
（
南
小
）

第
三
位

笠
原
　
圭
太
（
片
小
）

☆
大
回
転
男
子
六
年
生

優
　
勝

星
野
　
　
基
（
片
小
）

準
優
勝

金
子
　
一
重
（
片
小
）

第
三
位

三
浦
　
右
京
（
武
尊
根
）

☆
距
離
女
子
四
年
生

優
　
勝

山
崎
　
　
薫
（
片
小
）

準
優
勝

桑
原
み
ず
き
（
武
尊
根
）

第
三
位

羽
田
芽
ぐ
み
（
北
小
）

☆
距
離
女
子
五
年
生

優
　
勝

山
�
　
未
彩
（
片
小
）

準
優
勝

小
須
田
菜
緒
（
片
小
）

第
三
位

宮
崎
こ
の
み
（
南
小
）

☆
距
離
女
子
六
年
生

優
　
勝

芝
崎
　
仁
美
（
片
小
）

準
優
勝

横
坂
美
智
子
（
片
小
）

第
三
位

原
澤
　
　
唯
（
片
小
）

☆
距
離
男
子
四
年
生

優
　
勝

飯
塚
　
　
将
（
武
尊
根
）

準
優
勝

西
塔
　
　
廉
（
片
小
）

第
三
位

千
明
大
士
郎
（
武
尊
根
）

☆
距
離
男
子
五
年
生

優
　
勝

星
野
　
達
彦
（
片
小
）

準
優
勝

星
野
　
　
潤
（
片
小
）

第
三
位

星
野
　
洋
人
（
南
小
）

☆
距
離
男
子
六
年
生

優
　
勝

横
坂
　
拓
也
（
片
小
）

準
優
勝

笠
原
　
雄
太
（
片
小
）

第
三
位

桑
原
　
正
人
（
武
尊
根
）

広報かたしな H16. 2

ス
ポ
少
ス
キ
ー
大
会

第31回

片品村スポーツ
少年団スキー大会
兼小学生総体予選会

◆
改
修
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。

年
末
に
臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
シ
ャ
ワ
ー
増
設
、
喫
煙
室
新
設
、

下
水
（
農
集
排
）
接
続
工
事
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

内
湯
に
各
七
個
シ
ャ
ワ
ー
が
増
え

ま
し
た
の
で
、
混
雑
時
で
も
快
適
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
受
動
喫
煙
の
防
止
措
置
を

定
め
た
法
施
行
を
受
け
、
館
内
を
禁

煙
と
し
、
新
た
に
喫
煙
室
を
設
け
ま

し
た
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
小
正
月
の
花
飾
り
講
習
会

一
月
八
日
に
小
正
月
の
花
飾
り
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
講
習
会

は
、
片
品
に
昔
か
ら
伝
わ
る
花
飾
り

を
大
切
に
し
よ
う
と
、
越
本
の
笠
原

良
和
さ
ん
・
花
咲
の
高
山
翠
さ
ん
・

星
野
静
七
さ
ん
を
講
師
に
招
き
行
い

ま
し
た
。

八
名
の
受
講
者
は
、
熱
心
に
削
り

花
を
教
わ
り
、
紅
白
の
ま
ゆ
玉
と
一

緒
に
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。

◆
新
春
書
き
初
め
会

一
月
九
日
に
越
本
の
笠
原
辰
巳
さ

ん
・
須
賀
川
の
星
野
キ
ク
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
新
春
書
き
初
め
会
を
行

い
ま
し
た
。

第31回

片品村スポーツ
少年団スキー大会
兼小学生総体予選会

ス
ポ
少
ス
キ
ー
大
会

小
学
生
総
体
予
選
会

小
学
生
総
体
予
選
会



住
民
課
福
祉
係(

内
線
36)

相
談
会
場
に
来
所
で
き
な
い
方

在
宅
訪
問
診
査
も
可
能
で
す
の

で
、
住
民
課
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

片
品
村
で
は
、
平
成
十
六
年
度
に

短
期
大
学
以
上
に
入
学
す
る
者
及
び

在
学
者
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

学
費
の
支
出
が
困
難
な
方
を
対
象
に

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
村
が
無
利
子
で
貸

与
す
る
も
の
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
委

員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

記

月
　
額

四
一
、
四
〇
〇
円
以
内
　
　

（
平
成
十
六
年
度
予
定
）

申
込
先

教
育
委
員
会
事
務
局

締
切
り

三
月
末
日

審
査
結
果

五
月
下
旬
予
定

問
合
せ
先

教
育
委
員
会(

内
線
69)

村
の
生
涯
学
習
推
進
を
図
る
た
め

の
「
片
品
村
生
涯
学
習
指
導
者
バ
ン

ク
」
で
す
が
、
年
度
の
変
わ
り
目
に

な
り
改
訂
の
時
季
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
三
点
に

該
当
さ
れ
る
方
は
、
全
戸
配
布
の

「
登
録
改
訂
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
教
育
委
員
会
に
提
出
し

て
い
た
だ
く
か
、
電
話
（
５
８
―
２

１
１
１
内
線
71
）
に
必
要
事
項
を
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
、
四
月
二
十
三
日
ま
で

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
訂
正

す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

名
前
の
間
違
い
や
登
録
内
容
を
変
更

さ
れ
た
い
方
。

②
新
規
登
録

前
回
は
登
録
し
な
か
っ
た
け
れ
ど

も
、
今
回
新
た
に
登
録
さ
れ
た
い
方

や
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
な
ど
。

※
　
新
規
登
録
さ
れ
る
方
は
、
名

前
や
電
話
番
号
な
ど
を
記
載
し
た
用

紙
が
全
戸
配
布
さ
れ
る
こ
と
を
御
承

知
お
き
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
制
度
は
無
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

③
削
除

す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

事
情
に
よ
り
登
録
を
取
り
け
し
た
い

方
。

9

広報かたしな H16. 2

奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

片
品
村
生
涯
学
習
指
導
者

バ
ン
ク

〜
訂
正
・
新
規
登
録
・
削
除
に
つ
い
て
〜

平
成
十
六
年
一
月
一
日
現
在
、
片

品
村
に
住
所
の
あ
る
人
で
平
成
十
五

年
中
に
、
農
業
、
商
業
、
工
業
等
の

事
業
所
得
の
あ
る
人
や
山
林
、
土
地

等
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
人
は
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

給
与
所
得
者
は
通
常
の
場
合
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
次
に

該
当
す
る
人
は
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

一
、
給
与
所
得
の
他
に
地
代
、
家
賃
、

配
当
、
事
業
、
農
業
等
の
所
得

の
あ
る
人
。

二
、
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
等
を

受
け
た
い
人
。

三
、
年
の
途
中
で
勤
務
先
を
変
更
し
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人
。

申
告
当
日
持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
生
命
保
険
等
の
十
五
年
中
に
支
払

っ
た
領
収
書
又
は
控
除
証
明
書

・
所
得
金
額
の
計
算
と
申
告
に
必
要

な
帳
簿
及
び
書
類

・
源
泉
徴
収
票
、
そ
の
他
必
要
と
思

わ
れ
る
帳
簿
等

平成15年分所得　申告相談日程

2月17日
（火）

2月18日
（水）

2月19日
（木）

2月20日
（金）

2月24日
（火）

2月25日
（水）

2月26日
（木）

9:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00

13:30 ～ 16:00

9:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00

13:30 ～ 16:00

9:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00

13:30 ～ 16:00

15:30 ～ 16:30

9:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00

13:30 ～ 16:00

9:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00

13:30 ～ 16:00

9:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00

13:30 ～ 16:00

9:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00

須賀川

御座入

菅　沼

築　地

下　平

摺　淵

幡　谷

鍛冶屋

栃久保

登　戸

山　崎

栗　生

針　山

下小川

中　井

穴　沢

上小川

太　田

細工屋

阿　村

上　而

中　里

新　井

古　仲

伊閑町

閑　野

戸　倉

鎌　田

須賀川住民センター

御 座 入 集 会 所

菅 沼 集 会 所

築 地 住 民 セ ン タ ー

下 平 集 会 所

上摺淵住民センター

幡 谷 住 民 セ ン タ ー

鍛 冶 屋 集 会 所

花 咲 サ ブ セ ン タ ー

登 戸 集 会 所

山 崎 住 民 セ ン タ ー

栗 生 集 会 所

針 山 集 会 所

下 小 川 集 会 所

中 井 集 会 所

穴 沢 集 会 所

上 小 川 集 会 所

太 田 住 民 セ ン タ ー

細 工 屋 集 会 所

阿 村 集 会 所

上 而 集 会 所

中 里 集 会 所

新 井 公 民 館

古 仲 集 会 所

伊 閑 町 集 会 所

閑 野 集 会 所

戸 倉 サ ブ セ ン タ ー

役 場 二 階

58－3470

58－3670

58－3649

58－4476

58－3997

58－3734

58－3708

58－4177

58－3881

58－3542

58－3208

58－4116

58－3876

58－4009

58－3644

58－3442

58－3867

58－3898

58－3812

58－3986

58－7380

58－7048

58－7166

58－7064

58－7748

58－2111

期 日 時 間 地 区 会 場 電 話 住
民
税
申
告
相
談
の
お
知
ら
せ



○
目
的

住
民
主
体
の
む
ら
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
む
ら
づ
く
り
の
身
近
な

問
題
を
勉
強
し
て
い
る
住
民
団
体
等

の
方
々
を
対
象
に
「
む
ら
づ
く
り
塾
」

を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

平
成
一
六
年
二
月
一
七
日
（
火
）

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

（
受
付
は
午
後
一
時
か
ら
）

○
場
所

片
品
村
役
場
二
階
農
林
研
修
室

○
内
容

・
講
演
と
意
見
交
換
会

テ
ー
マ
　

『
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
』

小
さ
く
て
も
き
ら
り
と
光
る
村

を
！

新
し
い
発
想
と
具
体
的
な
手
法

○
講
師

都
市
農
村
計
画
研
究
所

青
木
志
郎
氏

○
主
催

群
馬
県
土
木
部
都
市
計
画
課

○
後
援

片
品
村
・
片
品
村
む
ら
づ
く
り
一
〇

〇
年
の
会

む
ら
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

は
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
多

く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

片
品
村
で
は
平
成
十
三
年
度
か
ら

特
定
疾
患
等
患
者
と
そ
の
家
族
の
福

祉
の
増
進
を
目
的
と
し
て
、
特
定
疾

患
等
患
者
見
舞
金
支
給
を
始
め
ま
し

た
。
申
請
に
基
づ
き
支
給
す
る
も
の

で
す
の
で
、
対
象
に
な
る
方
は
期
限

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

①
片
品
村
に
居
住
し
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
、
群
馬
県
が
実
施

す
る
特
定
疾
患
医
療
ま
た
は
小

児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
の
受
給

を
現
に
さ
れ
て
い
る
方

②
人
工
膀
胱
も
し
く
は
人
工
肛
門
の

手
術
を
受
け
ら
れ
た
方

見
舞
金
額

年
額
二
万
四
千
円

（
三
月
末
日
支
給
）

持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
物

①
印
鑑

②
特
定
疾
患
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患

ま
た
は
特
定
疾
患
老
人
保
健
法

一
部
負
担
金
受
給
者
証
（
写
し

で
も
可
）

③
郵
便
局
を
除
く
口
座
振
替
先
を
確

認
で
き
る
も
の

④
お
持
ち
の
方
は
身
体
障
害
者
手
帳

申
請
期
限

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
（
金
）

申
請
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
福
祉
係
（
内
線
36
）

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
は
、
平
成
三
年

十
二
月
に
発
足
以
来
、
今
年
で
十
三

年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
で
は
、
村

内
の
お
祭
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
片
品
村
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
役
立
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
増
え
て
舞

台
で
は
人
気
の
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
片
品
村
の
活
性
化
と
文

化
の
向
上
を
目
指
し
、
尾
瀬
太
鼓
の

普
及
に
努
め
て
い
く
た
め
に
つ
ぎ
の

と
お
り
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

全
身
を
使
っ
て
の
演
奏
は
、
体
力

づ
く
り
、
ま
た
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
は

生
活
の
リ
ズ
ム
を
養
う
こ
と
に
結
び

つ
く
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
機
会
に
和
太
鼓
を
は
じ
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
入
会
資
格

村
内
の
小
学
校
一
年
生
以
上
の
方

○
入
会
申
込
み

平
成
十
六
年
二
月
末
日
ま
で
に

片
品
村
役
場
総
務
課
内

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
事
務
局
へ

○
練
習
日

毎
週
月
曜
日
、
午
後
七
時
か
ら
午

後
九
時
ま
で
（
子
ど
も
は
八
時

半
ま
で
）

○
練
習
場
所

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
せ

詳
し
い
こ
と
が
知
り
た
い
方
は
、

片
品
村
役
場
総
務
課
内

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
事
務
局

1

５
８
―
２
１
１
１
（
内
線
15
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

片
品
村
尾
瀬
交
通
対
策
連
絡
協
議

会
で
は
、
戸
倉
〜
鳩
待
峠
間
の
交
通

規
制
の
実
施
に
伴
い
、
津
奈
木
の
案

内
係
り
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
は
若
干
名
で
、
年
齢
・

性
別
等
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
勤
務
時

間
が
長
い
た
め
、
健
康
に
自
信
の
あ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
役
場
観
光
課
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
「
申
し
込
み
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
二
月

末
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

尚
、
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
役
場
観
光
課
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
が
整
形
外
科
に
関
す
る
障
害
の
巡

回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
す

べ
て
予
約
制
で
す
。

日
　
　
時

三
月
十
五
日
（
月
）

受
付
は
午
前
十
時
〜
十
二
時

相
談
会
場

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容

○
整
形
外
科
に
関
す
る
障
害
に
つ
い

て
の
相
談

○
義
肢
・
装
具
・
車
い
す
な
ど
の
補

装
具
判
定

○
そ
の
他
身
体
障
害
に
関
す
る
相
談

持
ち
物

①
印
鑑

②
身
体
障
害
者
手
帳

申
し
込
み

三
月
四
日
（
木
）
ま
で

「
む
ら
づ
く
り
塾
」
開
催

特
定
疾
患
等
患
者

見
舞
金
支
給
に
つ
い
て

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会

会
員
募
集

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

8

広報かたしな H16. 2

尾
瀬
の
交
通
規
制
に
伴
う

津
奈
木
の
案
内
係
り
の
募

集
に
つ
い
て



平
成
十
五
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
二
月
十
六
日(

月
）
か
ら
三

月
十
五
日(

月)

ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。申

告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
申

告
会
場
は
た
い
へ
ん
混
雑
し
、
長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。(

土
・
日
曜
日
・
祭

日
は
閉
庁
日
で
す
。）

《
正
し
い
申
告
を
！
》

所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況

を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
皆
さ
ん
自

身
が
、
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得

と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
期
限
内

に
申
告
、
納
税
す
る
と
い
う
「
申
告

納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ

た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の

税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足

税
額
の
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
又
は
十
パ

ー
セ
ン
ト
の
加
算
税
が
課
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
、
更
に
、
延
滞
税
も
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。

《
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
》

一
、
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動

産
収
入
の
あ
る
場
合
及
び
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
十

五
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら

所
得
控
除
等
の
合
計
額
を
差
し
引

き
、
そ
の
金
額
を
基
に
算
出
し
た
税

額
が
配
当
控
除
額
と
定
率
減
税
額
と

の
合
計
額
を
超
え
る
と
き

二
、
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
年
収

が
弐
千
万
円
を
超
え
る
と
き
や
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
弐
拾
万
円
を
超
え
る

と
き
な
ど

《
白
色
申
告
の
方
は
、
収
支
内
訳
書

の
添
付
を
》

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山
林

所
得
の
あ
る
方
で
、
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
方
は
、
そ
の
年
の
総
収
入

金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し

た
収
支
内
訳
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

《
申
告
書
の
記
入
に
当
た
っ
て
》

申
告
書
を
自
分
で
書
く
と
き
は
、

「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
手
引
き
」

な
ど
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
手
引
き
」

に
示
さ
れ
て
い
る
記
載
例
に
基
づ
い

て
記
入
し
て
い
く
と
、
所
得
や
税
額

の
計
算
が
簡
単
に
出
来
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で
記
入

し
て
お
早
め
に
郵
送
な
ど
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
申
告
書
の
作
成
は
便
利
な
ホ
ー
ム
　

ペ
ー
ジ
で
》

納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
所
得
税

の
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
た
申
告
書
を
プ
リ
ン
ト
ア

ウ
ト
し
、
そ
の
ま
ま
提
出
で
き
ま
す
。

同
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
す
れ
ば
、
申

告
書
用
紙
の
交
付
を
受
け
る
た
め
税

務
署
な
ど
に
出
向
か
ず
に
自
宅
で
都

合
の
い
い
時
間
に
申
告
書
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
税
務
署
で
長
時
間
待
つ
こ

と
も
な
く
郵
送
で
提
出
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ：

//
ｗ
ｗ
ｗ．

ｎ
ｔ
ａ．

ｇ
ｏ．

ｊ
ｐ

《
納
税
は
期
限
内
に
、
振
替
納
税
の

の
ご
利
用
を
》

平
成
十
五
年
分
の
確
定
申
告
に
よ

る
所
得
税
の
納
期
限
は
平
成
十
六
年

三
月
十
五
日(

月
）
で
す
。
期
限
内

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
振
替
納
税
を
既
に
利
用
さ

れ
手
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た
預
貯

金
口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
振
替
納
税
を
ま
だ
利
用

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
納
税
の
た
め

の
手
数
が
省
け
、
う
っ
か
り
納
期
限

を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
い
振
替

納
税
が
大
変
便
利
で
す
の
で
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

11
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公
的
年
金
は
、
老
後
の
生
活
や
万
が
一
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
と

き
の
た
め
に
、
み
ん
な
が
加
入
し
て
保
険
料
を
出
し
合
い
、
経
済

的
に
支
え
合
う
制
度
で
す
。

現
役
で
働
く
人
た
ち
が
納
め
る
保
険
料
が
高
齢
者
の
生
活
を
支

え
、
現
役
で
働
く
人
た
ち
が
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
次
の

世
代
の
人
た
ち
が
納
め
る
保
険
料
が
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
「
世

代
と
世
代
の
支
え
合
い
」
の
仕
組
み
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

若
い
人
た
ち
は
「
年
金
な
ん
て
ま
だ
先
の
こ
と
‥
」「
老
後
は

貯
金
が
あ
れ
ば
年
金
は
い
ら
な
い
‥
」
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
年

輩
の
人
で
年
金
額
が
少
な
い
人
や
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
人
た

ち
は
「
あ
の
と
き
に
納
め
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
‥
」「
納
め
ら
れ

る
の
な
ら
、
今
か
ら
ま
と
め
て
納
め
た
い
‥
」
と
思
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
。

立
場(

年
代)

が
違
え
ば
、
年
金
に
対
す
る
考
え
方
も
違
い
ま
す
。

で
も
、
ど
ん
な
年
代
の
人
に
も
言
え
る
こ
と
は
、
み
ん
な
が
平
等

に
年
を
と
り
、
ま
た
、
そ
の
時
に
な
っ
て
か
ら
後
悔
し
て
も
遅
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
年
金
制
度
に
対
す
る
関
心
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
自
分
や
家
族
の
年
金(

老
後)

に

つ
い
て
、
ま
た
、
年
金
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
一
度
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

も
し
あ
な
た
が
、
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
保

険
料
を
納
め
て
い
な
か
っ
た
ら
、
あ
な
た
自
身
や
家
族
の
将
来
の

た
め
に
も
、
き
ち
ん
と
加
入
し
て
忘
れ
ず
に
保
険
料
を
納
め
ま
し

ょ
う
。 公

的
年
金
は
世
代
と
世
代
の支

え
合
い
で
す

沼
田
税
務
署
か
ら

の
お
知
ら
せ
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あ
な
た
の
心
臓
　
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

あ
な
た
は
、
次
の
よ
う
な
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
も
し
あ
る
の
な

ら
、
心
臓
病
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

こ
で
は
、
心
臓
病
を
予
防
す
る
た
め

に
暮
ら
し
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
お

教
え
し
ま
す
。

●
こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
即
受

診
！

◎
坂
道
や
階
段
で
、
動
悸
や
息
切
れ

が
す
る

◎
朝
、
歩
き
は
じ
め
に
胸
焼
け
し
た

り
、
胸
苦
し
い

◎
心
臓
の
鼓
動
が
乱
れ
る

◎
夜
、
突
然
息
苦
し
く
て
目
覚
め
る

◎
運
動
や
食
事
、
入
浴
の
後
に
胸
の

中
央
に
痛
み
が
あ
り
、
の
ど
、
左

肩
、
左
腕
に
痛
み
が
走
る

暮
ら
し
を
見
直
そ
う

心
臓
病
は
生
活
習
慣
病
の
ひ
と

つ
。
日
常
の
生
活
を
自
ら
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ
と
が
予
防
の
カ
ギ
で

す
。
次
の
危
険
因
子
を
避
け
る
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

●
心
臓
病
の
危
険
因
子

・
高
脂
血
症
・
高
血
圧
・
食
塩
の
と

り
す
ぎ
・
喫
煙
・
糖
尿
病
・
肥

満
・
運
動
不
足
・
痛
風
・
ス
ト
レ

ス
を
受
け
や
す
い
性
格
・
責
任
感

が
強
く
行
動
的
な
性
格

●
心
臓
病
を
予
防
す
る
健
康
ハ
ー
ト

十
か
条

①
食
品
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

②
脂
肪
の
摂
取
は
植
物
性
を
中
心
に

③
食
塩
は
調
理
の
工
夫
で
無
理
な
く

減
塩

④
食
事
の
量
は
運
動
量
と
の
バ
ラ
ン

ス
で

⑤
お
酒
の
量
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ほ

ど
ほ
ど
に

⑥
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
。
頑
固
に
禁
煙

⑦
努
め
て
歩
き
、
適
度
な
運
動

⑧
ス
ト
レ
ス
は
工
夫
こ
ら
し
て
上
手

に
発
散

⑨
定
期
検
診
を
忘
れ
ず
に

⑩
血
圧
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
正
常
に

以
上
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
健
康

で
楽
し
い
人
生
が
送
れ
る
よ
う

に
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

暮
ら
し
の
中
で
で
き
る
こ
と

国
保
だ
よ
り�

国
保
だ
よ
り�

国
保
だ
よ
り�

公的個人認証サービスが始まりました！
▽公的個人認証サービスとは
インターネットにつながったパソコンから、行政機関に電子申請するには、申請者が本人であることが確認できる

電子証明書が必要となります。その電子証明書を、知事が発行するサービスです。
▽電子証明書の入手方法
次にあげるすべてのものを持参し、住民登録している市町村の窓口で電子証明書発行申請を行って下さい。
・ＩＣカード（申請者名義の住民基本台帳カード。持っていない人は、役場住民課で申請して下さい。）
・写真付きの公的な身分証明書（運転免許証、住民基本台帳カードなど。）
・電子証明書発行申請書
※申請書配布場所：役場住民課窓口、県電子県庁の情報サイト

（http://www.pref.gunma.jp/b/02/egg/newpage1.htm)からもダウンロードできます。
▽手数料
３月31日までは無料です。来年度より１申請につき500円かかります。

▽申請できる人
住民基本台帳に登録されている人（外国籍の方は申請できません。15歳未満の人や成年被後見人は、申請手続きが　
一般の場合と異なりますので、役場住民課にご相談ください。）

▽電子証明書を利用できる手続き
年金や健康保険などの厚生労働省関係の手続や国税の申告など、さまざまな行政手続きが可能となる予定。
県や片品村役場の手続は、17年度から行えるようになる見込みです

▽電子証明書を使用するために必要なもの
次の４つのすべてが必要です
・ＩＣカード（住民基本台帳カード）
・ＩＣカードリーダーライター（機種については、県電子県庁の情報サイトで確認してください）
・利用者クライアントソフト（役場住民課の窓口で無料配布）
・次の項目の要件を満たしたインターネットに接続できるパソコン

▽電子証明書を使用するためのパソコンの要件
次の３つをすべて満たしていることが必要です。
・所定のＩＣカードリーダーライターが接続でき動作すること
・ＯＳ（基本ソフト）が、次のいずれかであること
Windows98 Second Edition,Windows Millennium Edition,WindowsNT4.0ServicePack6a,
Windows2000 ServicePack2,Windows2000 ServicePack3,Windows2000 ServicePack4,
WindowsXP ServicePack1

・インストールされているＷｅｂブラウザが、次のいずれかであること
Interet Explorer5.5 ServicePack2,Internet Explorer6 ServicePack1
Netscape6.1,Netscape6.2.3,Netscape7.02,Netscape7.1

▽その他
・電子証明書の有効期限　発行日から３年間
※期間中ならば何回でも使用可能
※住所などが変更となった場合は、期間内でも失効します
・参考　申請書および公的個人認証サービスに関する情報全般は、県電子県庁のホームページ

(http://www.pref.gunma.jp/b/02/egg/newpage1.htm)で入手できます
▽問い合わせ先　県庁情報政策課　（1０２７－２２６－２３４７　FAX０２７－２２４－２８１２）

片品村役場住民課（1０２７８－５８－２１１１　内線３６）
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図書室だよ
り�

読んでみませんか

『新撰組列伝』早乙女貢 著

『それからの海舟』藤一利 著

＊
火
〜
金
午
後
一
時̃

五
時
開
室

＊
■
は
お
休
み
で
す
。

＊
□
は
み
や
ま
号
巡
回
日
で
す
。

図書室カレンダー　2/15～3/20
日 月 火 水 木 金 土
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20

３
１

大河ドラマの主人公　峻厳な規律のもと、
武闘集団として幕末の京洛を震憾させた新
撰組。近藤勇をはじめ土方歳三、沖田総司、
原田佐之助ら隊士たちの鮮烈な生きざまを
描く！

江戸城無血開城という大仕事以後の人生
を、海舟はどう生きたのか。新旧相撃つ
「明治」を生きた勝海舟の後半生。

諸説入り乱れる龍馬暗殺の実行犯と黒幕
像。見回組説、新撰組説、薩摩藩説、海援
隊の内部抗争説・・・。驚愕の新設がいま、
展開される！興奮の幕末歴史推理小説。幕
末が今おもしろい！

『探偵沖田総司』加野厚志 著

公的個人認証サービスが始まりました！



人口と世帯(平成16年１月１日現在)世帯数 1,759世帯(±０) 男 2,943人(＋３) 女3,035人(±０) 計5,978人(＋３）

小
池
　
明
彦
　
女
　
か
り
ん
　
下
　
平

千
明
　
太
彦
　
男
　
　
航
　
　
築
　
地

千
明
　
益
夫
　
女
　
真
　
宙
　
摺
　
渕

千
明
　
貴
行
　
男
　
蒼
　
於
　
築
　
地

入
澤
　
和
也
　
女
　
　
樹
　
　
越
　
本

((((((((((

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
十
人

宮
田
　
美
子
　
八
一
歳
　
針
　
山

立
木
　
義
明
　
三
八
歳
　
土
　
出

秋
田
　
秀
雄
　
八
九
歳
　
須
賀
川

大
竹
す
み
お
　
九
一
歳
　
鎌
　
田

桑
原
　
正
行
　
二
七
歳
　
幡
　
谷

宮
崎
　
夏
子
　
九
二
歳
　
花
　
咲

入
澤
　
督
治
　
八
三
歳
　
越
　
本

星
野
　
種
次
　
八
〇
歳
　
摺
　
渕

星
野
　
二
郎
　
五
四
歳
　
花
　
咲

小
濱
と
ら
子
　
八
四
歳
　
鎌
　
田

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届

出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓
　
口
　
か
　
ら

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
五
人

十
二
月
二
十
日
〜
一
月
十
九
日

わ
た
る

ま
　
　
ひ
ろ

そ
　
　

お

い
つ
き

12

広報かたしな H16. 2

国民健康保険税

納期は３月１日(月)です

第11期

今月の納期は
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将来どんな人になってほしいですか
自分の目標をしっかり

持ち、それに向かって努
力をしてくれるような意
志の強い人になってもら
いたいです。

ちゃん（H15．２．13生）

金井要久・きよの さん（越本）のお子さん

命名

菜乃花決して七日（なのか）に
生まれたのではなく、な
かなか良い響きの名前が
思い浮かばずに出産を迎
え、無事女の子が誕
生！！出産から三日たち、
友人のくれた雑誌を見て
いたら満開の菜の花が出
ていたのを見て〝まあき
れい〟これにしようと思
い菜乃花と命名しました。

な の か

将来どんな人になってほしいですか
んー、まあ命名理由と

変わらないけど、あえて
言うならでっかく、でっ
かく。

ちゃん（H15．２．15生）

富澤　徹・麻美 さん（越本）のお子さん

命名

厳希それはね、〝希望をも
って生きて欲しい〟とい
う親の願いと「厳」とい
う字には〝誤ちのない〟
という意味があるそうな
ので〝誤ちのない人生で
あって欲しい〟という願
いを込めて。

いず き

将来どんな人になってほしいですか
みんなを和ませてくれ

る、楽しくて、優しくて、
心の広い人になってほし
いです。

ちゃん（H15．２．20生）

笠原　学・克江 さん（越本）のお子さん

命名

聡馬「聡」という字を使い
たかったので、画数を調
べて響きの良かった「そ
うま」を選び「聡馬」と
名付けました。
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広報「かたしな」は再生紙を使用しています。
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い
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月
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